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新崎盛敏: 富士川謬先生の追憶 Seibin ARASAK1: Dr. Kiyosi FUjlKAWi¥ 

(1890-1978) in memoriam 

元広島大学教授富士川謬li1t士はIYI:11間口53年 9月13

日に逝去された。その-)0';1忌も過ぎたけれとも，こ こ

に生前のこ、功績中，特にノリ必州1!に|品lする人民i品的なら

ひ、に技術的な諮問題に科学的解明を与えられた開拓者

としてのご、功績をたたえるとともに，先生のお人柄の

一端をご紛介して，過悼の話、を表したい。

今の多くの会員の方々には富士川謬の名は!以1¥染の少

ないことだろう(謬の正しい読み方はキヨシ。先生は

よく “|止の中には不注意者，あわて者がし、るね/iと

月とを混同してニカワと読んだり，IH..、てくる人がL、る

よ"と笑っておられた)。 しかし， 11¥加l初期から15，16 

年までのifIf.~築学界では， lí\VJ!it'f' if[i苔の生llJ!に \~lする Ij} f

先」のー込sの報文，また 「海藻の化学」の功者として

分類学形態学の面に主眼をおく方々が殆んどであった

当11当，異色の研究者として位目されていた。

富士川先生は広jゐ県のご出身で，明治 23年 (1890)

のお生れ。県立福山中学， 第二 I~~J等学校(何れも 11:1 'ï\ilJ)

を経て東大j兵学部水産学科に入学され，大正6{1三

(1917)にそこを卒業された。在学仁1"は水産化学研究室

において奥田誠先生(浪芸化学者 ・後に九州大学教

授 ・同学長)の御指導を仰ぎ，以後生1m奥El:1先生に(:lli

~J ; された。卒業後も 2 ヶ生|三ばかり大学の研究室に成っ

ておられたが，大正 8年に当H寺のi¥Vlfit.下総{'f!HにIfi依を141

られた。

当初は殖産局勤務で，やがて釜山に新設の水産試験

場勤務に転ぜられた。同試験場は当lI!j'，(j}f:'lG設vi1i.1j)f 

)['伐またliJ¥'Jtスタッ 7がそこらの大学 ・'.1/門学校以と

であろ として返品、|とあるmだった。肖 L川先生はそこの

製造{ぷの研究室fで，水産物の冷凍 ・冷J"主の以iMli'(li立の

ため多)JI(IIのIj}¥究をされたし， その(也楽天製造法の改

良にも )t~倣(I"JI::J:出から検討を加えて願者なJR ;Ji:をあげ

られた。

総督J(.J/!'J2iLiA:験場在jJ}Jt¥"の:お(['J;で11立も十1.1=1すべき

ものは， {，，)といってもー述の 11¥リ1f.i.¥lM苔の生地Aに|兵|す

るM;jtJと，その成果:をふまえての長孤技術のJ5i与を

されて，!¥i)jfMo，今日の斡国でのノリ長殖業の必砂占的:立

をなされたご功航であろう(もっともノリ長殖技術の

h札立には他にも当時の全総南道水試験場長の金子政之

助以(:lliのこ‘員l猷も見必す沢に行かぬが)0 40 ~50 年後

の今日の|肢でみると，先生の報文など も “何だ'it~' ，1t企で

はないか，/"というような読み方をする人が多いかも

まLIれなし、。)さは，その常識になるようにする基鍛を築

いたのが7ik仁川先生だった，と言える場合がノリ 学，

ノリ花町!iにおいては多い。

上述のように，出土川先生のパックグラウンドは化

学であり，終生の!目、師I奥|王!被先生をはじめ同窓の大行

武夫博τ1:，またこ・1見日誌には古典的名著 I/:I木医学史J

の平~者百一|二)1 1泌が， Iな系の (['1父，従兄弟には 111~(物生耳Il

学」のぷ者，北大教綬であられた坂村倣理l!博や九大医

学部の生理学教J交をされた方などが居られた。先生ご

I~I 身“ノリの研究では， 坂村に柑:淡 したり，その73見

をとり入れてやっていた"といわれたことがあった組

だから， ノリの生き方に対する先生の見方が， 当11寺の

ノリ学者， ノリ技術者，業者の芯‘表をil者えることばか

り，といっても過吾ではなかった状況が首 i'jできょう 。

伊IJをあげると ， 当時のノリ学y~は， 大先迷の I ìt'，朴I金

太郎先生は別として，殆んどの凶係者が，国内IOj((場

での経験 ・ J'Lて 2日、 (丞 1&( 式) ー|こでの ノリの若生 ・ ~t育

についての観察研究から “付着ltjは海底上何尺{ufτL

また)J包子着生の条件は水n~'-何。C，海水比屯 1.0 {iif"と

いう胤にいい，その{uf・何の数Ii立はどこにでもj凶J-i'!す

るというように考えていた。一方，朝鮮の!刈聞には，

J1ti:・浅のifIf.)芋しかもjムい広い海岸が多く， y':il 差も 4~8m

というように艇めて大きいから， 1主l内式の立てrJl~やIf

~(I 条件では干I:U過多のために/ リ が育たなし、。その代

り良くしなうような性状にした訓竹の立て鋲を使って

ノリlf9i!iをやっていた。これにヒントを何て， ';I~IJ り竹
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を横にs)!i.ベた貨の子ひびを水平に張る方式を先生が考

案された。その張りの高さ，浸水あるいは干出の時間長

を異にする多角的実験の結果から“漢の張り尚(付着

層)は海底上あるいは水深何尺何寸とするよりも干IH

時間何時間何分とL、う表現法が良い"また“i!fj@jな水

温や海水比重は，朝鮮度ノリは国内産ノリより高いと

ころにあるから，別種ではないか?"というような異

説を先生が出されるので，国内の方々は対比に附って

しまうことが多かった。それにしても，現場での実測，

室内の諸実験により，また体長，重量などの単純な機

械的計測lだけでなく，化学的手法によって光合成台包

呼吸能などのノリ生体の活力測定をはじめ， ノリ休や

製品海苔の化学成分分析を行って生育条件の検討，照

射する光の強弱や色調の相異によるノリ府長体の体色

や光合成能の変化，冷凍ノリ{本の研究，等々とに角，

ノリの生き方を諸方面から追究し，目新しい見解を

続々と報ぜられた。それらの多くは，当時の村正藻学界

に新風を吹き込んだだけではなく，応用面でも，ごIgl

身の現場指導によって朝鮮沿岸でのノリ長瀬の大発肢

を来させる成果をあげた。それで， ノリ養殖試験の倉IJ

始基地たる忠清南道大也島には“富士川謬公頒徳記念

碑"が建ち，総督府からは朝鮮文化功労賞を授与され，

また日本段学会賞を授与された。

当時の朝鮮総督府水試の慣例として，ある年度内の

試験研究の結果発表は4年遅れるという調子だったの

で， 発表ずみは昭和 11年度までであり， その後もい

ろんな研究を続けられ興味多い成果があげられた111だ

が，盤理中で未発表のままに昭和20年8月15日の終

戦を迎えたので，これらは将来も日の目をみずじまい

だろうとL、う。とに角終戦で多くの邦人が後1I1を.)I妨

げた後でも，同国政府に留められて従前通りに水産の

試験研究而の指導を委嘱されていた。 3年後にやっと

i汗されて帰国された111で，その頃が唄在の広仏大学水

畜産学部自IJ設のliiH支時代であったので，そのliij身であ

る青年師範学校に奉職された。昭和 25 年;K帝政学 lff~

が創設されるや教授となられて水産学科水度化学研究

室を開設して昭和33年に退官されるまてそ学生の教育・

研究指導にはげまれた。その間，矢a振り朝鮮時代のノ

リ養殖のことが忘れられず，ご着任直後から福山市郊

外の水呑漁業組合の委託を受けて同地先におけるノリ

養殖業を成功させるべく，大学の箕島水産実験所内に

長期宿泊されて，自ら水理・海況の観測研究をされた。

こうして現地にあう新式漢を考案され，原藻の貯蔵，

乾燥方法なども含めて，採苗→育成→製造までの一貫

したノリ業を手づから指導されて，同地区のノリ業発

展の基礎を築カ通れた。なお同じようなことは，岡山・

広島・愛媛の諸県下の未開拓地でも行われ，瀬戸内海

諸地区での今日のノリ後殖発展の基盤をつくられた。

なお退官前の昭和30年前後は丁度コンコセリスによ

る人工採苗の否定明期で， コンコセリスの培養条件など

については未解明のところが多く私が主任研究者とな

って研究班をつくり文f部省の総合研究費次いで農林省

の応用研究費を貰ってその解明を急いでいた時代であ

った。先生にもその.FJEHとして協力していただき，独

自の視角からの実験を行い有効な成果をあげていただ

いた。ご退官になるや，福岡県水産増殖事務嘱託とし

て福岡市に転居された。その開設に尽力された大牟田

の海苔人工採苗所が関所されるとそこに起居されるこ

とが多くなり，後進若者達への実地指導，新採苗装置

の考案などに精根を傾けられ，福岡県の有明海ノリ養

殖が今日の隆盛をみるまでにもり立てられた。なお，

ここ 10年ばかりは， 先生のご熱心さ， 水産物全般に

わたる博識・多才振りにほれ込んで，日本一の海苔問

屋小浅商事の主人が先生を所長に迎えて研究所を創立

したので，そこの所員の指導とご自分の意の向く面の

研究に精進されて， 87歳というご高齢にもかかわらず

若者をしのぐ意気込み，元気さでおられた。開くとこ

ろによると，先生はまた，広島市内にある比治山女子

短期大学でも食品科学の授業・実験をここ 10余年担

当されて，週の半々を福岡と広ぬとで過しておられ，

全く超人的なご活躍をされていたとL、う。

実際に使いものになる研究成果を沢山あげておられ

たけれどもこれらを報文にするという意欲の少なかっ

た，不言実行を地で行く式のご性格の先生であった。

幸い遺児のご長男龍郎氏も，近年は先生のあとをつが

れてノリや諸海藻の生化学的研究に精進しておられ

る。同氏もパックグラウンドの広い方であるから，ご

尊父同様，海藻類の研究函に新風を吹き入れて下さる

ことであろう。

富士川謬先生のご笑福を祈りつつ，筆をおきたし、。

(175東京都板橋区徳丸3-33-5)

業績目録(海藻関係のみ)

朝鮮海苔の生理に関する研究(第一報).朝鮮総

督府水産試験場年報 3.

1931 朝鮮海苔の生理に関する研究(第二報).朝鮮総

督府水産試験場年報 4.

1932 朝鮮海苔の生理に関する研究(第三報).朝鮮総

督府水産試験場年報 5:32-125. 

1934 乾海苔の色とクロロフィル量との関係. 日水会
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誌 2:159-161 (柏田研一と共著).

1935 朝鮮産アサクサノリの沃度に就て. 日水会誌

239-241 (北山修と共箸).

海藻の化学. 厚生閣，東京(大谷武夫と共著).

1936 朝鮮海苔の生理に関する研究(第四報).朝鮮総

督府水産試験場年報 7:1-135. 

1937 朝鮮海苔の生理に関する研究(第五報).朝鮮総

督府水産試験場年報 8:1-131. 

朝鮮海苔の生理に関する研究(第六報).朝鮮総

督府水産試験場年報 9.

1957 ノリの人工採酋と天然、採苗.水産増殖 4(4):

10-14. 

1. I平総員会

学会録事

昭和54年 10月1日 (15: 00-19 : 00)広島大学大

学会館第3集会室にて開催された。

出席者会長:黒木宗尚。評議員:大森長朗，小林

弘，千原光雄，坪 由宏，松井敏夫，山岸高旺。幹事:

増田道夫，山田家正。

54年度総会に提出する報告事項，議題について審議

がなされた。審議内容は次項の総会報告と重複するの

で，次項で報告する。ここでは第3回春季大会の会計

報告がなされ，審議の結果承認されたことだけを記す。

11. 昭和 54年度総会

昭和54年 10月2日 (17:00-18: 00)広 島 大 学 大

学会館大集会室にて開かれた。会長挨拶のあと，議長

に大森長朗氏(山陽学園短大)が選出され，審議に入

った。

1. 報告事項

(1) 庶務関係①会員状況 (54.8.31現在)各誉会

員1名，普通会員 482名，学生会員 46名，団体会員

40件，賛助会員 13件 (14口)，外国会員 65名(定期販

売50冊，交換・寄贈圏内 5件，外国 12件)。③会員

表-1 昭和 53年度決算報告

支収 入 の 部 (円)

会 費 1，986，362 

l，724397，，1251021 1 
圏外 76件

パックナンバー売上金 470，600 

別刷代 206，512 

論文頁超過負担金 151，000 

預金利子 48，144 

委山田博士追悼号刊行 501∞o 員会より返金

コンプ論文集寄刊行 25，353 
委員会より 付

春季大会要旨・プログラム代
(春季大会会計より)

39，400 

小計

前年度繰越金

2，977，371 
1，251，459 

4，228，830 合 L
T
 

S
Z
開

昭和 54年 1月20日

本決算書は適正なものと認める。

出 の

印刷費

[時M 号，別刷]
選挙関係

発送費

[時M 号]
選挙関係 』

通信費

編集費

庶務費

[事務用品，販売雑誌]
郵送料，事務整理補助』

送換金手数料

謝金

幹事手当

春季大会運営補助金

春季大会要旨・プログラム代

小
残
一
合

計

額

一

計

日本務類学会会長西 沢

日本藻類学会

部(円)

2，277，610 

136，530 

31，260 
21，090 
321，680 

4，160 

50，0∞ 
70，000 

60，000 

39，400 

3，011，730 
1，217，100 

4，228，830 

俊(⑨

会 計 監 事 岩 本 康 三 ⑮

会計監事徳田 賢⑮




